
目標

実績

目標

実績

目標

実績

款

項 性質

10

08

施策全体事業費の概算（千円）
H27 H28

480 480

H27 H28 指標名 意味・算式等 H27 H28
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235 233 231 229 227

交通ルールとマナーを浸透させるため、自転車安全利用啓発指導員制度を活
用しながら、交通安全教室を積極的に行うとともに、交通安全標識等の整備に
より、事故の少ない社会を目指す。

重点化
②

年間の自転車関連事故件数
（件）

↓
年間自転車関連事故件数/人口(各年
1月1日現在)×10,000(人口1万人あた
り)

③
年間の高齢者交通事故発生
件数（件）

↓

手
　
段

事務
事業
コード

事務事業名 事業の目的 事業の内容 平成28年度 事業の目標
事業費の概算（千円） 活動/成果指標の状況 重点

新規

自転車交通安全教室
実施校数（校）

＝
自転車交通安全教室を
実施した学校の数

計画 25 25113106 自転車交通安全教室事業

・自転車利用者の交通安全意
識の高揚

・交通ルールの遵守と交通マ
ナーの向上

・自転車乗車中の交通事故防
止

・自転車利用者による危険・迷
惑行為の防止

下記の具体的な演示を取り入
れた自転車交通安全教室を実
施

・車やトラックの制動距離に関
する実験

・トラックの左折時に内輪差に
よる巻き込み実験

・自転車の飛び出しによる車と
の衝突実験（ダミー人形を使
用、ＤＶＤ等を活用した交通安
全教室）

全小学校、中学校で自転車交
通安全教室を校種に応じて、
実施することにより、児童生徒
の交通安全意識の高揚を図
り、交通ルールや交通マナー
の向上を図るとともに、危機対
応能力を育む。

480 480

伊丹市内における高齢者の年間交通
事故発生件数

22

21 20 19 18 17

54 53 52

57
目
　
的

施策の目的
(目指すべき姿)

市民への交通安全の啓発を、関係機関と連携を図りながら行い、また交通安全標識等を
整備することにより、交通事故発生件数の減少を目指す。

成果指標

指標名（単位） 性質

55

H31 H32
（最終）

H29 H30

平成28年度 目指すべき姿 施策の方向性 ① 年間交通事故発生件数（件） ↓
年間事故発生件数/人口（各年 1月1
日現在）×10,000　（人口１万人あたり）

56

指標の意味・算式等 H26
（基準年度）

H28

評
価
部
局

都市交通部

関
連
部
局

教育委員会学校教育部

施策コード 1131 施策名 交通安全対策の推進

政策目標 支え合いの心でつくる安全・安心のまち 施策目標 安全・安心のまちづくり 主要施策 交通安全と地域防犯の推進

24


